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私
た
ち
の
学
校
で
は
、
毎
年
、
五
・
六
年
生
が
一
年
を
通
し
て
も
ち
米
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。 

 

私
が
こ
の
一
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
「
一
人
暮
ら
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
私
た
ち
が
育
て

た
も
ち
米
で
つ
く
っ
た
お
赤
飯
を
届
け
る
」と
い
う
活
動
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
去
年
も
こ
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
去
年
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
活
動
の
意
味
を
考
え
ず
、
受
け
取
っ
て
も
ら
っ
た
時
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
の
す
て
き
さ
、
温
か
さ
を
感
じ
た
だ
け
で

し
た
。 

 

い
い
事
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
け
ど
、
今
年
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
、
渡
す
時
ど
ん
な
気
持
ち
で
渡
せ
ば
い

い
の
か
を
自
分
な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。 

自
分
が
年
を
と
っ
て
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
ら
、
絶
対
さ
み
し
い
し
、
笑
い
合

え
る
人
が
い
た
ら
な
と
思
う
は
ず
で
す
。 

 

そ
ん
な
時
に
温
か
い
思
い
が
こ
も
っ
た
お
赤
飯
、
笑
顔
が
届
い
た
ら
、
涙
が

出
る
ほ
ど
う
れ
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
考

え
て
か
ら
私
は
、
お
赤
飯
も
つ
る
の
か
ざ
り
物
も
、
お
手
紙
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
、
「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
。
さ
み
し
く
な
っ
た
ら
こ
れ
を
見
て
笑
顔
に
な
っ
て

ね
。
」と
い
う
思
い
を
こ
め
て
つ
く
っ
た
り
、
書
い
た
り
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
民
生
委
員
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
、
五
軒
の
家
を
回
り
ま
し
た
。

ど
の
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
心

温
ま
る
言
葉
、
そ
し
て
と
て
も
輝
い
た
優
し
い
笑
顔
で
お
赤
飯
を
受
け
取
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

 
こ
の
笑
顔
を
見
て
、
私
た
ち
は
、
「が
ん
ば
っ
て
お
米
を
育
て
て
、
よ
か
っ
た

ね
。
」と
笑
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

お
米
を
育
て
る
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
で
も
こ
の
農
業
は
、
私

た
ち
に
、
い
や
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
「笑
顔
の
温
か
さ
」「大
切
な
人
へ
の

思
い
」
を
深
く
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
な
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
農
業
を
大
切
に
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年５月２日（金）発行 

 

「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』新生運動」 
会津地方かわら版 

 会津地方推進本部（福島県会津農林事務所） 

目的 
・「豊かな心」「社会性」「主体性」の育成を目標とする喜多方市小学校

農業科の成果を子どもたちの作文を通して検証する。 

・喜多方市小学校農業科に取組む子どもたちの感動や発見等を保護

者や地域住民など広く一般市民に伝え小学校農業科に対する一層

の理解を図る。 

・広く喜多方市小学校農業科の成果を全国に発信する機会とする。 

応募作品はすばらしい作文ばかりですが、本紙では５点の大賞作品を

連載で御紹介します。 

平成２５年度 

喜多方市小学校農業科作文コンクール 

大賞作品の御紹介（連載第１回） 

喜多方市教育委員会では、平成２１年度より標記コンクールを 

実施しています。 

※喜多方市ホームページよりコンクール作品集をご覧いただけます。

http://www.city.kitakata.fukushima.jp/shimin/gyosei/14902/14980/18176/index.html 

 

第２号（平成２６年５月） 

http://www.city.kitakata.fukushima.jp/shimin/gyosei/14902/14980/18176/index.html
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  会津地方推進本部構成員の取組紹介 

会津養鶏協会 事務局長 関澤好春さん 

会津養鶏協会は「会津地鶏」のブランド化を進めるため、平成１７年１２月

に発足した会津地方の「会津地鶏」生産者（養鶏農家）及び流通事業者から

なる組織です。 

安全・安心で美味しい「会津地鶏」を消費者の皆様にお届けすることを目

的として活動するとともに、会員の情報交換による養鶏経営の安定を目指し

て取り組んでいます。 

そこで、会津養鶏協会の活動と今後の取組内容について、事務局を担当

していらっしゃる関澤好春事務局長さんにインタビューさせていただきました。 

（１）県産農産物に対する風評について 

商談会、物販等に出かけてみると風評の影響がはっきりして

きており、精肉は風評の影響が大きいのですが、加工品につ

いては比較的安心して購入していただいている傾向が見られ

ます。これはモニタリング検査等の回数が精肉と加工品を比較

すると、加工食品では検査回数が多いという認識で安心して購

入していただいているように感じます。 

農産物に対する風評は、６～７年は続くものと考えていま

す。しかし、その後（あと３～４年）に県産農産物に対する風評

はどうなるのかは、これからの風評払拭に向けた取組にかか

ってくると考えています。そこで今後も会津養鶏協会として商談

会への参加やイベント等へ出店し、ＰＲ活動を積極的に行う予

定です。 

インタビューに答える関澤事務局長 

会津地鶏の親子丼 → 

会津地鶏 

また、これまで精肉を使ったつくね串、地鶏ハム、地鶏チャーシューなどを開発し、好評をいただいています。さら

に新たな取組として、会津地鶏の卵を使った６次化商品を開発しました。地鶏の卵を使ったチーズケーキ（レア・ホワ

イト・ベークド）、アイスミルクなどを開発し、３月に開催された会津地鶏産地懇談会においても参加者の皆様に試食

いただき、好評をいただいたところです。 

（３）今後の取組について 

観光客や消費者の皆様に「会津地鶏」をより一層美味しく召し上がっていただくためには、会津地鶏を地元の事

業者の皆様が使用し、消費者の皆様が安心して消費していただける環境づくりを進めることが必要です。事業者の

皆様のニーズにあった商品開発や６次化商品づくりに今後も会員一丸となって取り組んでいくこととしておりますの

で、今後とも御協力・御支援をお願いいたします。 

（２）新たな商品開発の取組について 

会津養鶏協会では、商談会に年５～６回、イベント出店による物販に年２

０～３０回程度出かけています。そこで感じるのは、バイヤーの方のニーズ

にあった商品づくりをしないとなかなか売れない状況にあるということです。

商談会では、バイヤーの方は忙しいなか売れる商品を必死に探しているの

で、この時に商品説明をうまく行い、提案していくことが大切です。 

 



 

ページ 3 会津地方かわら版 

【ご意見・お問い合わせ】 
 
会津地方推進本部事務局 

（福島県会津農林事務所企画部地域農林企画課内） 

〒９６５－８５０１ 

福島県会津若松市追手町７番５号（会津若松合同庁舎２階） 

ＴＥＬ （０２４２）２９－５３６９  ＦＡＸ （０２４２）２９－５３８９ 

E-mail：kikaku.af04@pref.fukushima.lg.jp 

 

 

 

 

５月３１日（土）  「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン 

場所 ： 道の駅にしあいづ （西会津町野沢字下條乙１９６９－２６） 

時間 ： １０：００～１２：００（なくなり次第終了） 

内容 

①野菜ソムリエ 木村正晃氏（ふくしま応援シェフ）が作る 

アスパラガス料理の試食（先着 200名程度） 

②トルコギキョウのプレゼント（先着 200名）    等 

【会津農林事務所企画部】 
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会津農林事務所からのお知らせ 

今後の行事（イベント）等 

○経営体育成基盤整備事業駒形第一地区の竣工記念碑建立式典について○ 

１ 地区概要と竣工記念碑建立式典について 

駒形第一地区は、喜多方市の東南に位置し、一級河川大塩川と境見川に挟まれた水田地帯で、昭和 30 年代に旧耕地

整理事業で１０アール区画に整備しましたが、小区画のうえ用排水施設も未整備であり、農道は狭小のため農業機械の通

行に支障がありました。 

本事業により、農地を１ヘクタールの大区画に整備し、効率的で安定的な農業経営が可能な経営体の育成を図ることを

目的として、平成１９年度から７年の工期で実施されました（１ヘクタール＝１００アール）。 

地元工事推進委員、駒形土地改良区及び工事関係者の寄付により竣工記念碑が完成し、平成２６年４月１４日快晴の

中、地元による除幕式、竣工記念碑建立式典が開催されました。 

２ 所在地 

喜多方市塩川町窪 外 

３ 主要工事概要 

総事業費  ５億８千６百万円 

実施期間   平成１９年度～２５年度  

受益面積（整地工）  ５０．４ｈａ 

道路工  ５．７２ｋｍ 

用水路工  ５．２７ｋｍ 

排水路工  ５．８ｋｍ 

【農村整備部農村整備課】 


